





































































とし、記号oは1, 2, …, nのどれかである。これらのDMUは互いに独立して活動してお
り、互いに影響されないものとする。























































データ名 年度 単位 平均 標準偏差 最大値 最小値
林業労働力 2005 人 9245.28 6127.39 34224.00 905.00
森林面積 2005 1,000ha 520.53 762.43 5336.00 58.00
木材素材生産量 2010 1,000m3 731.60 2502.96 17193.00 2.00
森林蓄積 2008 1,000m3 128170.71 149309.16 1033227.03 12015.29
年平均森林蓄積増加分 2008 1,000m3 3475.36 4655.23 30519.50 −418.50




平均 標準偏差 最大値 最小値
投入
森林労働力／森林面積 23.72 14.40 96.05 1.70
森林面積 520.53 762.43 5336.00 58.00
高性能林業機械／森林面積 0.19 0.13 0.64 0.02
産出
木材生産量／森林面積 1.14 1.25 5.52 0.01
森林蓄積／森林面積 263.05 44.48 378.34 181.90










































平均 標準偏差 最大値 最小値
CRSモデル 0.726 0.202 1.000 0.343
VRSモデル 0.883 0.109 1.000 0.626


















順位 都道府県名 効率値 順位 都道府県名 効率値 順位 都道府県名 効率値
1 北 海 道 1.000 17 宮 城 県 0.963 33 群 馬 県 0.835
1 青 森 県 1.000 18 静 岡 県 0.953 34 広 島 県 0.827
1 茨 城 県 1.000 19 岩 手 県 0.925 35 熊 本 県 0.823
1 埼 玉 県 1.000 20 山 口 県 0.921 36 富 山 県 0.816
1 千 葉 県 1.000 21 新 潟 県 0.905 37 福 島 県 0.788
1 東 京 都 1.000 22 山 形 県 0.896 38 愛 媛 県 0.780
1 神奈川県 1.000 23 大 分 県 0.892 39 島 根 県 0.764
1 大 阪 府 1.000 24 秋 田 県 0.890 40 三 重 県 0.751
1 奈 良 県 1.000 25 徳 島 県 0.890 41 鳥 取 県 0.739
1 和歌山県 1.000 26 佐 賀 県 0.881 42 福 井 県 0.726
1 岡 山 県 1.000 27 愛 知 県 0.860 43 岐 阜 県 0.717
1 香 川 県 1.000 28 滋 賀 県 0.859 44 兵 庫 県 0.699
1 高 知 県 1.000 29 京 都 府 0.852 45 山 梨 県 0.698
1 福 岡 県 1.000 30 石 川 県 0.848 46 長 野 県 0.696
1 鹿児島県 1.000 31 栃 木 県 0.840 47 長 崎 県 0.626







IRS（収穫逓増） 0 0.000％ 0.000 0.000
CRS（収穫一定） 11 23.404％ 1.000 1.000



































Cooper, amd Rhodes（1978）、Banker, Charnes, and Cooper（1984）、CooperSeiford and Tone
（2000）に詳しいので、参照されたい。
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